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広報
新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、イベントや施設利用などについて今後中止・
延期となる可能性があります。最新情報を市kまたは問い合わせ先へご確認ください。

令和２年度の主要な取組
❖フレイル予防事業の拡充
　虚弱となるフレイルに気づくた
め、身近な場所で「フレイルチェッ
ク」が行えるよう、開催場所を増
やします。
❖シニア人材の社会参加を応援
　多様な社会参加の機会を創出するため、国の「生
涯現役促進地域連携事業」により、西東京商工会、
シルバー人材センター、社会福祉協議会等からなる
協議会を組織し、「生涯現役応援窓口」を開設する予
定です。
❖福祉の相談窓口を拡充・強化
　「8050問題」等の複合的な相談に対応するととも
に、地域共生社会の実現に向けて「福祉丸ごと相談
窓口」を設置します。また生活サポート相談員を増
員し、両庁舎の窓口に配置します。
❖認知症施策の推進
　東京都の認知症検診推進事業を活用し、認知症の
正しい知識の普及啓発を行います。

❖障害福祉の充実
　障害のある方々の外出時の移動を支援する移動支
援事業について、条件区分等を見直すとともに、事
業対象者を広げることで必要時にサービスが利用で
きるよう環境整備を行います。
❖市民交流施設（一般型交流施設）の利便性の向上
　市民集会所等の一般型交流施設の利用については、
市民の皆様の利便性の向上及び利用機会の拡充等の
観点から、公共施設予約管理システムを活用します。
❖オリンピック・パラリンピック聖火リレー
　聖火リレーが西東京市内で行われます。オリン
ピックは７月15日、パラリンピックは８月24日の
開催が決定しました。当日は関連イベントを実施い
たします。
❖オリンピック・パラリンピック事業
　オランダオリンピック委員会・スポーツ連合等と
の連携事業やホストタウン事業等の機運醸成事業や
コミュニティライブサイト等を実施します。
❖シチズン時計株式会社と協定締結
　市内を活動拠点に卓球の日本リーグで活躍するシ
チズン時計株式会社との間で「スポーツ推進の連携
協力に関する協定」を締結しました。スポーツ交流
等を通じながら、質の高いスポーツを身近で感じら
れる機会を増やします。

災害に強い快適な都市インフラ整備を進めよう
❖タイムライン（防災行動計画）の策定
　風水害に関しては、事前に予測ができることも多
いことから、タイムライン（防災行動計画）を策定し
ます。
❖災害時への備え
　災害時の緊急物資を計画的に確保していますが、
市内公立小中学校すべての避難施設に災害時用のモ
バイル機器充電器を配備いたします。
❖中学校体育館空調設備の整備
　災害時には避難施設にもなる中学校体育館へ空調
設備を整備します。令和２年度に実施設計を行い、
令和３年度中の整備完了を目指します。
❖通学路等の安全対策
　小学校通学路に面する倒壊の危険性があるブロッ
ク塀等の改修費用の助成制度について、令和２年度
から対象に万年塀を追加します。防犯カメラを中学
校区域ごとに、合計９カ所増設し、より安心で安全
なまちづくりを推進します。
❖無電柱化推進計画
　無電柱化推進計画に基づき市道の優先検討路線に
おいて、埋設物試掘調査及び電線共同溝予備設計を
実施し、災害時への備えに対応します。
❖居住支援協議会を設立
　今後も増加することが予想される住宅の確保に配

もっと健康 もっと元気に 慮が必要な高齢者や障害者、子育て世帯等の方々へ
の支援に対し、住宅確保と生活サポートを複合的に
協議する居住支援協議会を令和２年度中に設立させ
ます。
❖田無駅南口の整備
　田無駅南口の駅前広場については、引き続き用地
買収等を行い、より快適で、にぎわいのあるまちと
なるよう環境整備を進めます。
❖西武新宿線の連続立体交差事業
　東京都が行う西武新宿線井荻駅から西武柳沢駅
間における連続立体交差化計画の都市計画手続に
合わせ、関連する付属街路等の都市計画手続を進
めます。
❖都市計画道路などの整備
　３・４・11号線の調布保谷線から都道保谷志木
線までの区間については、権利者の方を対象にした
説明会及び土地鑑定、用地買収等を実施します。
　３・４・21号線に接続する３・４・13号線の早
期整備について東京都及び新座市に要請します。
　保谷駅南口のかえで通りと都道233号線を結ぶア
クセス路となる３・４・12号線については早期実
現を、また田無駅南口地域における延焼遮断帯とし
ての機能、そして防災上の広域道路ネットワークの
形成に欠かせない３・３・３号線の早期事業化を東
京都に要請します。
❖公共交通政策
　はなバスについて、運賃及びルートを見直す際の
基準における評価指標を踏まえ、収支率の改善を目
的として、特別ダイヤによる運行を試行的に実施し
たところであり、今後も評価指標の改善に向けて、
西東京市地域公共交通会議において総合的に検討し
ます。

❖特色ある公園が開園
　泉小学校の跡地に、ボール遊びや防災機能等を備
えた特色ある公園として整備を進め、本年４月に「泉
小わくわく公園」として一部開園する予定です。こ
の公園整備は、近隣住民の皆様との協働により進め
てきたものです。
❖温室効果ガス排出量の削減
　温室効果ガス排出量の削減をより一層図り、更な
る普及啓発を進める一環として「ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ
推進事業」を実施し、幼稚園・保育園児向けのガイ
ドブックを作成します。
❖廃プラスチックごみの対策
　本年７月からプラスチック製買物袋が有料となり
ます。マイバッグの利用促進や事業者への協力要請
を行うなど、プラスチックごみの排出抑制や減量に
向けた取組を進めます。

あなたと変える いっしょに変える
❖商店街ブランドデザイン事業
　市民の皆様の地元商店街に対する愛着の向上と商
店会組織の強化を図ることを目的に、商店街が独自
に実施する取組を支援します。
❖下野谷遺跡の活用
　史跡整備工事を２カ年かけて行うとともに、国史
跡指定用地の購入を引き続き進め、遺跡の保存・活
用に努めます。
❖地域コミュニティのネットワーク化
　住民自治組織のネットワーク化が進められており、
南部・西部・中部地域では、すでに地域協力ネット
ワークが設立しています。今後、北東部地域での設
立準備を行ってまいります。
❖駅前情報発信拠点の整備
　国の地方創生推進交付金を活用し、田無駅周辺で
の拠点づくりを進めます。民間のノウハウを活用し、
大型LEDビジョンや公開スタジオ、アンテナショッ
プ、Ｗｉ-Ｆｉ環境などを地域主体により整備するも
ので、４月から本格実施となります。
❖西東京市誕生20周年事業
　西東京市は令和３年１月に、合併から20年の節

目を迎えます。周年事業の期間を令和２年10月か
ら約１年間を予定し、周年にあわせ記念誌等を作成
するほか、市民の皆様からの企画提案事業の募集や
大学等との連携事業を予定します。

次世代への責任をしっかり果たそう
❖子育て世代包括支援センターの設置
　妊娠期から出産、子育てに関する状況を継続的・
包括的に把握し、妊産婦や保護者の方の相談に保
健師等の専門職が対応するとともに、医療機関や
子育て支援施設等の地域基盤との連携を図りなが
ら切れ目のない支援を提供する「子育て世代包括支
援センター」を保谷保健福祉総合センターに設置し
ます。
❖子ども育成支援総合相談システムを導入
　児童虐待を未然に防ぐため、子どもたちの状況を
迅速に把握し支援する必要から、子ども育成支援総
合相談システムを子ども家庭支援センターに導入し、
母子保健施策と児童虐待防止対策との連携を、より
一層強化します。
❖子どもの居場所の充実
　夏休み期間の子どもの居場所確保等のため、サ
マー子ども教室を２つの小学校で実施、児童館ラ
ンチタイム事業は、新たに２館を加えた６つの館
で実施します。
❖待機児童対策
　認可保育園（０歳から５歳児対象）２園を整備します。
❖子ども条例の推進
　子どもの権利侵害に関する相談の対応のほか、条
例が掲げる理念をより深めるため、作成した副読本
を学校教育の場で活用します。

❖学校施設の整備
　中原小学校の建設工事を引き続き実施するほか、
大規模改造事業については田無小学校において校舎
改修の二期工事に着手します。また、小中学校にお
ける消防設備の改修も早期に進めます。
❖小中一貫教育を開始
　小学生が中学校進学後、円滑に学校生活を開始
できるよう、西東京市独自の小中一貫教育を開始
します。
❖「スクールロイヤー制度」の試行実施
　「スクールロイヤー制度」を令和２年度から試行的
に導入し、学校で生じる問題について、弁護士への
委託による法的助言等を通じた学校のサポートを実
施します。
❖英語教育の充実
　全小学校に外国語科の教員用のデジタル教科書を
整備し、授業の中で正しい発音や表記を繰り返し見
たり、聞いたりできる環境を整え、英語教育の充実
を図ります。
❖特別支援教室の開設準備
　令和３年度までに特別支援教室をすべての中学校
に開設するため、教室改修が必要な田無第一中学校、
田無第二中学校、田無第四中学校、柳沢中学校及び
明保中学校において、令和２年度に改修工事等を実
施します。
❖中央図書館・田無公民館の耐震対応など
　耐震補強及び学習室の拡充等の館内サービスの向
上を図るため、令和２年度に実施設計を行い、令和
３年度において改修工事を行う予定です。


